
第２章 図形と方程式 ２・円と直線

９ ２ 円と直線（その２）

（１／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

直線の決定（点と直線の距離の利用）

★知識の整理★

円と直線の位置関係を調べるには，次の２つの方法がある。

【１】円と直線の位置関係(1)：判別式の利用

円の方程式と直線の方程式を連立させてつくった２次方程式の判別式をＤとすれば，

(1) Ｄ＞０のとき，円と直線は異なる２点で交わる。

(2) Ｄ＝０のとき，円と直線は接する。

(3) Ｄ＜０のとき，円と直線は共有点をもたない。

【２】円と直線の位置関係(2)：点と直線の距離の利用

円と直線の位置関係については，円の中心から直線çまでの距離をｄ，円の半径をｒと

するとき，次のことがいえる。

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html


第２章 図形と方程式 ２・円と直線

９ ２ 円と直線（その２）

（２／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

◇《直線の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

円χ２＋ｙ２＝１と直線ｙ＝２χ＋ｋが異なる２点で交わるように，定数ｋの値の

範囲を定めなさい。

【考え方】円と直線の位置関係の２つの調べ方のうち，ここでは

【２】点と直線の距離を利用する方法，で解いてみます。

［答 案］

０（解法の全体の方針を立てる）

円と直線が異なる２点で交わるとき，円の中心から直線çまでの距離をｄ，円の半径

をｒとするとき，ｄ＜ｒとなるから，この条件を満たすｋの値の範囲を求める。

１（円の中心の座標と半径を求める）

【注】授業で使うテキストの★解法の技術★のプリントには，

わかり易い詳しい模範解答が印刷されています。

２（円の中心と直線の距離ｄを求める）

３（条件を満たす定数の範囲を求める）

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html


第２章 図形と方程式 ２・円と直線

９ ２ 円と直線（その２）

（３／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

◇《直線の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

円χ２＋ｙ２＝２と直線ｙ＝－χ＋ｋが共有点をもたないように，定数ｋの値の範囲を

定めなさい。

【考え方】円の中心から直線までの距離をｄ，円の半径をｒとすると，円と直線が共有点をもた

ないのはｄ＞ｒのときである。

［答 案］

【注】授業で使う「テキスト(プリント)」には，

・解法の全体の方針や流れを示すガイド（【考え方】）や

・答案作成フォーマット(共通テストに準じた誘導ガイド)

が印刷されています。

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html


第２章 図形と方程式 ２・円と直線

９ ２ 円と直線（その２）

（４／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

◇《直線の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の問いに答えなさい。

(1) 円χ２＋ｙ２＝４と直線ｙ＝ｍχ＋４が接するように，定数ｍの値を求めなさい。

(2) 円χ２＋ｙ２＝１０と直線ｙ＝３χ＋ｎが共有点をもたないように，定数ｎの値の範囲

を求めなさい。

(3) 円χ２＋ｙ２＝５と直線ｙ＝２χ＋ｍが共有点をもつように，定数ｍの値の範囲を求め

なさい。

［答 案］

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html


第２章 図形と方程式 ２・円と直線

９ ２ 円と直線（その２）

（５／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

◇《直線の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

円χ２＋ｙ２＝４と直線ｙ＝－２χ＋ｋの共有点の個数は，定数ｋの値によってどのよう

に変わりますか。

［答 案］

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。

http://suusenn.com/Sample/Sam_High/m2/Sam_m2_MENU.html



